
加工用トマトのアブラムシ類に対する防除薬剤

1．試験のねらい

　加工用トマトの栽培にアブラムシ防除は不可欠であるが，これまで使用されてきたマラソソ

エルサ！等の殺虫剤では効果が認められないという声が現地から上ってきた。そこで　トマト

に発生の見られるモモアカアブラムシ，チューリップヒゲナガアブラムシを対象に各種薬剤の

殺虫効果を比較し。代替薬剤の検討を行った。

2．試険方法

（1）モモアカアプラムシに対する各種薬剤の殺虫効果

　　　ガラス室内で育成した加工用トマト（カゴメ77，5号鉢植え）にモモアカアプラムシを放

　　飼し，増殖させた後，各種供試薬剤を昭和60年5月7日に実用濃度で散布した。1薬剤につ

　　き3鉢使用し，速効性をみるために，散布前，散布15分後，30分後，1時問後13時間後

　　に成幼虫こみFしたアブラムシ数を調査した。その後，1目，3目，7日後も調査し，防除

　　効果をみた。

　　　残効性をみるために，散布7目後に，寄生虫数が0になった薬剤に対し，1鉢10匹，計30

　　匹を5月ユ3日に放飼し里その後の寄生状況を調査した。

12　チューリップヒゲナガァブラムシに対する各種薬剤の殺虫効果

　　　ガラス室内で育成した加工用トマト（ヵゴメ77，5号鉢植え）に，場内のしゅんぎく及び

　　なずなで採集したチューリップヒゲナガアプラムシを放飼し、増殖させた後，各種供試薬剤

　　を昭和61年5月14目に実用濃度で散布した。供試株数は1薬剤3鉢，調査は散布前，散布

　　15分後，30分後，1時問後，3時問後，1日後，3目後，7日後とし曾成幼虫こみにした

　　アブラムシ数を数え、補正密度指数を求めた。

3・試験結果及び考察

　　モモァヵアブラムシに対する速効性をみた試験では，有機りん剤及びヵ一バメート剤は速効

　性は認められなかったが，マブリックを除く合成ピレスロイド剤は・いずれも速効性が認めら

　れた。しかし，7日後の放飼試験では速効性は認められなかった。

　　防除効果にっいては，合成ピレスPイド剤が最も良く，次いで力一パメート剤のアリルメー

　トであった。有機りん剤については防除効果が劣るものがみられ・特にエルサン・マラソソは

　実用上問題となる。

　　チューリップヒゲナガァブラムシに対する各薬剤の効果は，前年度のモモァヵアブラムシと

　比較して速効性が劣るものの，ジメトェート，アリルメート，スプgサイドの効果は高く・エ

　ルサソ，マラソソの効果は劣った。DDVPも残る個体がみられた。合成ピレスPイド剤の効

　果はいずれも高かった。

4　成果の要約

　　有機リん剤のエルサソ・マタソソでは加工用トマトのアプラムシに珂して実用効果は期待で

　きない。ヵ一バメート系のアリルメート，りん剤のDDVP，スプラサイド・ジメトェート等
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を使用すると良い。合成ピレスpイド剤の効果はいずれも高かっ．た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当老　　病理昆虫部　　合田健二）

　表一1　　加工用トマトのモそアカアプラムシに対する各種薬剤の殺虫効果

　　　　　　　使用
薬　剤　名
　　　　　　　濃度

散布前
　　匹15分

散　布 後

30分 1時 3時
虫　数　　（匹）　　防除
1　目　2　日　3　目　効率％

マラソン20005ユ．347，346，343．0
DDVP100043，029，3　28，315．3
スプラサイド　ユ000　67，3　39，3　34，b　32．3

エルサン100044，340，0　38，031．3
アリルメート　1000　49，3　47，7　41，7　27．0
ジメトユ＝一ト　　ユ000　　490　　41，0　　34，3　　28．3

アデイオソ　2000　27．3　7．7　3．0　2，0

ヘジホソ200064．0　5．3　0，3　0
マブリック　2000　53，3　28，3　11．3　4．0

ペイオフ200048．7　3．0　1．0　1．0
サイハロソ　2000　30・3　5．0　　1．7　　0．3

3ユ．7　　　26，0　　22．0　　ユ8，3　　73．0

　3．7　　　　2．0　　　　0．3　　　’1，3　　98，7

31．7　　　　6．3　　　　0．3　　　　0，3　　　99，7

26，7　　　23，7　　21，0　　25，7　　63．8

7．7　　　　0．3　　　　　0　　　　　0　　　100

26．7　　　7．0　　　　0　　　　0　　100

　0　　　0　　0　　0　100
　0　　　0　　　0　　0　100
0．3　　　　　0　　　　　0　　　　　0　　　100

　07　　　　0．7　　　　　0　　　　　0　　　100

　0　　　0　　　0　　0　100
水 37．3 32，3　　43・6　　65．0

注防除効率は3日，7日後のデータを使用

表一2　　加工用トマトのモモアカアブラムーシに対する散布7目後における殺虫効果

薬　剤　名　放飼数
　　　　　　　　　匹

放 後 虫　数
15分　30分　1 時 3　時 ユ　目

　（匹）　　防　除
3　目　7　目　効率％・

アリルメート　　30

ジメトエート　　30

D　D　V　P　　　30

スプラサイド　　30

アデイオソ　　30
ベジホ　ソ　　29
マブリック　　　30

ペ　イ　オ　フ　　　30

サイ1，1コン　　30

30　　30
30　　29
30　　29
30　　30
30　　28
29　　29
30　　29

30　　30
30　　30

30

29
28
29

28

29
27

30
30

29
27

26
29

27
28
27
28

30

16

28

26

21

7
12

5
22

8

0　　　0　　100

4　　　1　　80．2

12　　　7　　24－7

36　　9　　、一
0　　　0　　100

0　　　0　　100

0　　b　100
0　　　3　　88．1

0　　　0　　100

水　　　　195 138 89　　75

表一3　加工用トマトのチューリップヒゲナガァブラムシに対する各供試薬剤の散布後補正密度指数

薬　剤　名　使用濃度 15分　30分 1時問 3時間 1　日　3　日　7　目
マラ　ソ　ソ　1000倍

DDVP　ユ000
スプラサィド　1000

エルサソ1000
アリルメート　1000
ジメトエート　　ヱ000

アディォソ　2000

ヘジホン2000
ハークサップ　2000

サイハロン　2000
アグPスリソ　　2000

100　　96
84　　46
90　　71
100　　ユ00

100　　22
92　　83
22　　　8
40　　　21

35　　21
2芦　　17
57　　　19

96
15

60
100
16
72
　5

15

12
　5

17

79
20
51
100
　3

23

　2

14
　2

　4

　8

12　　　4　　　5
4　　　1　　　2
0　　　0　　　0

18　　　5　　　8
1　　　0　　　0

0　　　0　　　0
0　　　0　　　0

0　　　0　　　0

0　　　0　　　　0
ユ　　　0　　　　0

4　　　1　　　0
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